
　水の都大阪には、市民の暮らしと密接に結びついた数々の名橋があります。小欄でもこれまでに、四ツ橋、淀屋橋・大江橋、本町橋、難波橋など
多数を取り上げました。今回は桜宮橋を紹介します。
　国道1号線が大川と交差する位置に桜宮橋は架かっています。銀色に塗装されていることから、銀橋の愛称で市民に親しまれています。全長
187.8ｍ、幅員22.0～23.5ｍのアーチ橋で、昭和5（1930）年に竣工しました。地盤が大川の堆積砂層であり強固でないため、不等沈下などにより
アーチ部分に無理な力がかからないように工夫がされています。両端の橋脚部分とアーチの頂部の合計３か所に蝶番（ちょうつがい。専門用語で
ヒンジといいます）を用いて、荷重がかかってもゆるやかに対応
できるような構造になっています。桜宮橋はこのような構造（３ヒ
ンジアーチ橋といいます）の代表例として、土木史上貴重な橋
です。蝶番は耐久性に問題があるといわれ、最近はあまり用い
られない構法です。国道１号線が拡幅されて新しく横につくら
れた新桜宮橋は、同じアーチ橋ですが蝶番を使わない構造と
されています。
　桜宮橋のアーチは中央が太くなり、横から見ると圧倒的な重
厚感があります。また橋の中に入ると、両側のアーチを結ぶ横
梁が、位置を変えつつリズミカルに繰り返される姿は、なにか巨
大な近代彫刻を見ているような気になります。建築家武田五一
がデザイン監修をおこなったことも関係があるのかもしれません。

（大阪市教育委員会　文化財保護担当）

大阪の史蹟や歴史資料を毎号連続でご紹介します。

桜宮橋 銀橋の愛称で親しまれるアーチ橋
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